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産学連携の一つのモデルとしての「オープンコラボレーション」 

――東北大学江刺研の実践から学ぶ―― 

○姜 娟（東京大学） 

 
 

 

1. はじめに 

東北大学の江刺研究室では、常に多くの企業人

が出入りし、2003 年に日経産業新聞の調査によ

り、もっとも「企業に役に立つ研究室」として選

ばれ、また次から次へと国の大型競争資金プロジ

ェクト――例えば、最近の先端融合領域イノベー

ション創出拠点形成プログラム（文部科学省／科

学技術振興調整費 平成 19 年度）、最先端研究開

発支援プログラム（日本学術振興会 平成 21 年

度）――に採択された。その研究室人気の秘密は、

江刺教授の言葉を借りると「オープンコラボレー

ション」によるものであるが、当該発表は江刺教

授本人をはじめ、彼と長期的に関係をもつ大学の

研究者、研究室メンバー、企業関係者に対して行

ったヒアリング調査をベースにし、その「オープ

ンコラボレーション」とは何であるか、それに関

する考え方及び実態を浮き彫りにする。 
 

2. 情報に対するオープン化 

江刺研の専門とする MEMS を産業化する場合、

多くは多品種少量生産で、しかも多くの技術の組

み合わせといえる。ハイテク設備を使って MEMS
を生産する場合、設備投資の元を取ろうとするに

は、機械をフル稼働して多種多様な製品を作る必

要がある。しかし、多様な製品を開発するために、

従来のように時間を掛けてやっていたのでは、生

き残ることはできない。さまざまな技術情報を早

く集め、開発の効率を上げる必要がある。つまり、

MEMS は多様な技術の集約という性格をもって

いるため、多くの技術が集まるようにすべき分野

である。 
大学は新しい知識を創出するため、多くの情報、

特に MEMS 分野は応用に近い分野であるため、

企業の情報が他の技術分野に比べ、より一層大事

である。そこで、大学はできるだけ多くの情報が

入ってくるような仕組みにする必要がある。 

2.1 企業人に対して「オープン」のマインド

を求める 

オープンコラボレーションとは、「秘密保持契

約などを結ばないで、公開を原則に研究を行うも

の」 1と江刺教授は位置付ける。企業人に対して、

最初に「オープンにしてやりますか、それとも秘

密にしてやりますか」と問い、「もし秘密でとい

うことになれば、半導体研究振興会の方で受け入

れますよ」と振り分けをする（前出）。 
企業と共同研究を行うときに、「基本的に秘密

の内容は持ち込まないようにしてほしい。持ち込

んでもらってもいいが、管理は出来ない」という

ことを原則とする。つまり、秘密保持契約などを

基本的には結ばないのである。 
江刺研での研究は、出来るだけ情報をオープン

にすることを基本的なポリシーとし、それがオー

                                                  
1江刺正喜（2002）「私の発言：オープンコラボレ

ーションという独自の考え方で MEMS を開発し

ています」O plus E: 1330-1334。 
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プンコラボレーションの基軸となっている。特に

最初に試作品を作り、動作するかしないかを検証

する段階では、様々な知識を取り入れ、他の企業

の試み、出向者の意見も素材として活用し、そこ

で研究室の学生が勉強する、そのように、様々な

知識を極力集めて研究を遂行させてゆくことに

意義があり、それを可能にする枠組みがオープン

コラボレーションとなる。 
また、発表会を通じて、研究室で実験の結果な

どを皆で共有し、教え合う。江刺研では、多くの

人が参加する形でのミーティングを頻繁に行っ

ている。二週間に一回はグループ内の相談会でそ

れぞれの研究の進捗状況を報告し、三ヶ月に一回

ぐらいは、どういう目的で研究を行っているのか、

といった研究の根幹にかかわることを討議する、

「談話会」と呼ぶ研究室全体のミーティングが開

催される。1～２時間程度をかけてそれぞれの研

究について発表し、スタッフを始め、企業人、学

生も同等に参加者からフィードバックを得る機

会となっている。 
このような方針の基で、企業は「毎週の相談会

で、企業は秘密にしないで自分で研究したものも

全部学生に教える」ことになるが、結果的に、教

授達のコメント、学生達の発言、及び他の企業か

ら派遣された研究者の発表を聞き、「企業の人に

とって相当学ぶことができ、特に方法を学ぶ」機

会である、との感想を持っている（インタビュー）。 
 

2.2 企業人に対して情報をオープンにする 

 企業の相談に積極的に乗る 

企業からの技術相談は年間250回に上るという。

原則として、相談を受ける時、会社側の持ち込む

資料は、説明が終わったあと秘密のものは持ち帰

ってもらい、外部への情報の流出を避けている。

相談の内容は、さまざまである。 
会社のマネジメントクラスの人の場合、MEMS

分野をやってもいいのだろうか、今 MEMS の分

野全体は一体どのような方向に向かっているの

か、という企業戦略的な相談が多い。調査したが、

関連シンクタンクの報告書を受け取っても、やは

り専門家によるものでないと、なかなか研究の歴

史や背景を含めた最新の情報というわけにはな

らない。そこで、江刺教授の力を借りて、企業の

大きなビジョンを決めるときの決定的な根拠を

提供してもらう。 
ある企業では、そもそも MEMS という概念が

不在の状態から、新しい事業を展開しようとした

時、市場調査の要として、江刺教授からいろいろ

アドバイスを受けたという。 
また、非常に技術的に細かい質問を受ける場合

もある。江刺教授は MEMS 技術が誕生した時か

ら一貫してこの分野の研究を積み重ねているた

め、企業にとっては、宝庫のような存在である（イ

ンタビュー）。つまり、江刺教授は、MEMS の基

盤を作り上げてきた立役者であり、頭の中には

「土地勘」があり、技術面でいかなる質問が来て

も大体「頭の中のマップ」を開いてみれば、どの

ルートでやればうまくゆくのか、うまくゆかない

のか、何が問題なのかという、企業の一番知りた

いことに、的確に方向性を出すことが出来る（イ

ンタビュー）。 
同じニーズを持つ企業がいた場合でも、江刺教

授はやはり企業からの相談に自分の出来るだけ

の知識をオープンに公開し、例えば関連する論文

なり、自分のアイデアなり、経験なりを提供する。

ただし、個々の企業にとってクリティカルな情報

は、江刺教授自分のところに留め、情報管理を徹

底している。企業のニーズが完全にバッティング

する場合は、自分からある程度知識を提供した上

で、それを深掘りする際には他の教授を紹介する

などの方法で対応している。要するに、オープン

と言いながら、しっかりとした情報管理能力を持

つ、そのことにより企業人に一種の安心感を与え

ているものと理解できる。 
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 会員制をとらないこと 

研究室では会員制のような形態で会費を集め

るようなことは行わない。そのような制度にして

しまうと、特定の企業以外を排除せざるをえず、

情報が伝わらなくなってしまうからである。 

 競争企業との共同研究について 

時折、ソニーと富士フィルム、トヨタとフォー

ドといった競合企業の研究員が同じ時期に研究

室に駐在することがある。それに対し、江刺教授

の立場は： 
① 自分達の企業に戻ってから互いに競争して

もよいが、研究室では、出来るだけ知識を

皆に提供する 
② 研究室で皆が力を合わせ、いろいろ知識や、

ノウハウ、設備を使い、良いものが出来る

ように努力する 
に集約する。 
この技術分野では、それくらい力を合わせてや

らないと、良いものが出来ないという認識に基づ

く考え方であり、その結果として、大学と研究に

とって情報の出入りがオープンな場が形成され

ている。 
 

3. 人材育成に対するオープンなマイン

ド 

江刺研究室では、実質的な委託研究は行わず、

学生は自分の研究に専念する。企業には「受託研

究員」として研究室に人を派遣してもらい、共同

研究の形を取るというのが基本的なルールであ

る。 
それは MEMS 技術の特徴によるところが大き

いが、技術が人に「埋め込まれている」ことに由

来する。また、MEMS は、デバイス毎に製造の

プロセスが異なることから、標準化が困難な技術

でもある。そこで、技術の開発及び活用を効率よ

く行うために、企業の技術者自らが関わって、技

術と一緒に次のステップに進んでいくというや

り方が取られている。研究から開発、製品化まで

効果的に技術を成熟させる、その媒体となるのが

人、という認識である。そのため、研究室で研究

室のメンバーと共に開発に従事し、そのあと企業

に戻ってから製品開発を進めていく。「技術はず

っと一貫して見届ける人がいないと、良いものは

出来ないし、多分売れない。」と江刺教授は語る。

MEMS に限ったことではないが、MEMS ではこ

のことが特に重みを持つ。 
そして、日本の場合、大学院の学生は授業料を

支払って、教育を受ける立場にあることから、教

育の面からも、興味のあるテーマを学生自ら選択

し、それを自由に研究する、というやり方が学生

にとって一番効果的と江刺教授は考える。したが

って、企業から委託されたテーマを、受動的に研

究するのではなく、自ら考え、テーマを選んで研

究を進める。しかし、その背景には、「委託研究

はしないが、企業のニーズをしっかり聞いて研究

を行う」、という江刺教授のポリシーが存在する。

要するに、江刺研究室は「社会に役に立つ」こと

をモットーとし、企業のニーズからアイデアを抽

出し、教員の指導のもと、テーマを設定し、人の

役に立つ、社会の役に立つ研究を行う、それを学

生が修得することを目指す。 
日々企業人との接触が多い江刺研究室では、研

究の目的をより一層明確にでき、テーマの設定な

どは研究のための研究でなくなり、産業界にスム

ーズにつながるテーマを見極めることができる

と、と学生は感じている（インタビュー）。 
さらに、企業人が集まり研究を進めることによ

り、様々な問題を発掘するきっかけとなる。企業

が解決を目指して開発を進める場合もあるが、大

学でやることに意義のあるテーマも出てくる。そ

れを、学生にテーマとして与える場合もあるし、

更に企業研究員と研究室で更に深堀する場合も

ある。 
このような研究の仕方が、MEMS 分野ではも

っとも効率的に人材を育てる方法であると江刺

教授は考える。 
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そして、江刺教授のオープンコラボレーション

は、外国の研究者や留学生も対象外とせず、全て

に知識を与えるポリシーであるという。しかし、

それに対して、異を唱える人もいないわけではな

い。でも現実的には、そのポリシーのおかげで、

自然に、次から次へと新しい情報が国外からも集

まってくる仕組みができあがっている。さらに、

江刺研究室から巣立ち、母国に戻り、江刺研究室

に対し同じくオープンなマインドで振る舞う人

も少なくない。自分の研究室の存続そのこと自体

が目的でなく、優秀な人間をどんどん育て、輩出

していく。出ていった人たちのつながりで「支店」

のようなものが形成され、そのネットワークがさ

らに広がる。江刺教授が、仙台にいながらにして、

グローバルな研究者ネットワークのノードとし

て機能する所以である。 
 

4. 設備インフラに対するオープンなマ

インド 

日本では、装置を買うと研究者のラボに置き、

クローズドに使用するケースがほとんどだが、

MEMS は、多種多様な装置を抱え持つ必要があ

り、一人抱えでは維持が出来ない。装置を共有し、

その使用をオープンにすることにより、コストを

シェアし、稼働率を上げることが可能になり、参

画する研究者の研究開発がスムーズに進む。 
助手時代、江刺教授は新妻教授と一緒に「マイ

クロ加工室」という共用の実験室をつくった経験

を持つ。設備や装置を共同管理し、そこからは、

使う人たちのネットワークもできた。「ベンチャ

ー・ビジネス・ラボラトリー（VBL）」という共

用施設を作る前から、共用の試作実験室を運営し

ていたのである。このような経験から、それぞれ

の装置に実行の順序や限界を掲示することによ

り、トラブルを軽減するなど、不特定多数の人が

使用する施設の運用のノウハウを持つようにな

った。 
その後、センサー・マイクロマシンの研究開発

をテーマに掲げる「ベンチャー・ビジネス・ラボ

ラトリー（VBL）」を設置した。これは平成 7 年

度政府補正予算による「大学院を中心とした独創

的研究開発推進経費」で発足したもので、新産業

創出に結びつく研究開発や人材育成だけでなく、

プロトタイプを早期に実現するための共用試作

工場としてオープンに利用し、低コストで製品開

発ができるような場としている。研究者の自主的

な発想や創造性の発揮、専門領域を超えた共同研

究、幅広い人材の育成などを目指している。ここ

では、基本的に差別なく、金銭的な条件に拘られ

ることなく、学内の研究者、学外の研究者及び企

業に対して共同利用のポリシーがうたわれてい

る。それぞれが自主的に装置を使い、使い方を担

当の学生や研究者が手ほどきし、使用し終えたら、

元の状態に戻す。それは、設備をもっていない企

業にとって魅力的、かつ有益であることはもとよ

り、学内の他の研究者からも高い評価を受け、東

北大学の全体の研究レベルアップにつながって

いるという。 
米国や、欧州と異なり、ここでは基本的に学生

や研究室のメンバーによる設備維持と運営を行

っている。それを通じて、メンバーに人の役に立

つ仕事をすることに生きがいと誇りを感じさせ

る狙いもある。 
もちろん、設備を活用していくためにはオープ

ンにせざるを得ない面もあるが、学内の様々な研

究室にオープンにする結果、皆が共同で装置の管

理をしたり、他の研究室の特殊な設備も使えるよ

うになったり、学内研究者同士の連携を促進する

ことになった。 
ただし、研究の高度化が進み、学内の個々の研

究室としては特殊の設備も増えつつある。こうな

ると、共通に使用する設備をいかに高いグレード

に維持できるのかの問題もでてくるという。 
また、MEMS の技術的な成熟とともに、産業

化のニーズも高まってくる。企業の大学に対する

期待は、いままでの試作レベルに留まらず、高度

な評価や開発ができる設備を望むようになりつ
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つある。今取りこんでいる「コイン・ランドリー」

の設置はおそらくこのような要望に対する一つ

の解ともいえるだろう。 

5. まとめ 

「江刺流のオープンコラボレーション」の推進

力となっているのは以下のプリンシプルである： 
 企業との連携はオープンなマインドを基

本とする 
 他の大学研究者とは設備を共有し、共に研

究する 
 遊んでいる設備の再利用を試みる 
 遊んでいる技術の有効活用を試みる（受け

皿となる企業を探す） 
最後に、なぜ「江刺流のオープンコラボレーシ

ョン」が機能するのか？ MEMS 技術の特殊性以

外に挙げられるのが、江刺教授の旺盛なサービス

精神である。金銭的なインセンティブではなく、

技術に対する愛着、大手企業にせよ、中小企業に

せよ、どのような人に対しても謙虚に接するスタ

ンスが、企業、研究者、学生との間に厚い信頼関

係を築き上げてきたのだろう。 
 
謝辞：ヒアリングにご協力していただいた方々
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大学原山優子教授に深く感謝いたします。 
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